
 

 

 

 

 

 

（１） 地上の楽園

を夢見て ブラジルへ 

（２） 第二の与論を目指して 口之津・大牟田へ 

（３） 大島中学再建そして奄美の教育の礎に 龍野定一先生・奥田愛正先生 

（４） 戦後の教育復興のため命がけの密航 

（５） 奄美方言の歴史と音韻の特徴 

 

 

 

 

広く深く学ぶために 

【付記】 

資料・エピソード等 
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付記【シマ（奄美）の歴史】地上の楽園を夢見てブラジルへ 

  宇検村
うけんそん

湯
ゆ

湾
わん

に伯国橋（ブラジル橋）がある。これは、奄美が日本復帰した昭和28年12月にブラジルに移住
いじゅう

して 

いた宇検村出身者59名から、「戦中
せんちゅう

戦後
せんご

の郷土
きょうど

の復旧
ふっきゅう

のために」と贈
おく

られた義援
ぎえん

金
きん

で造られたものである。その 

義援
ぎえん

金
きん

は当時のブラジルの平均
へいきん

月収
げっしゅう

の200か月分以上の大金
たいきん

だった。湯
ゆ

湾
わん

集落
しゅうらく

でこの義援
ぎえん

金
きん

の使い道を協議
きょうぎ

し、 

主に「①集落内の橋の建設
けんせつ

 ⓶老人会
ろうじんかい

へ寄付
き ふ

 ⓷学校へ寄付
き ふ

」になった。戦時中、宇検村湯湾の大半が米軍の空襲
くうしゅう

 

で焼失し橋も破壊
はかい

された。簡易
かんい

な橋は大水で度々
たびたび

崩壊
ほうかい

した。生活に必要な頑強
がんきょう

な橋が急務
きゅうむ

だった。長さ５ｍほどの 

小さな橋であるが、集落
しゅうらく

初
はつ

のコンクリート橋で、住民の生活利便
りべん

に大きく貢献
こうけん

している。出身者
しゅっしんしゃ

らの「熱
あつ

い郷土
きょうど

愛
あい

」が伝わってくる。 

1908年（明治41年）、地上
ちじょう

の楽園
らくえん

を夢見
ゆめみ

て、日本からブラジルへの移住が始まった。当時のブラジルは奴隷
どれい

制度
せいど

が廃
はい

止
し

され、 

コーヒー農園
のうえん

などの労働者
ろうどうしゃ

が不足
ふそく

していた。また、日本も経済
けいざい

危機
き き

で農村
のうそん

が困
こん

窮
きゅう

しており、政府
せいふ

も大規模
だ い き ぼ

な移民
いみん

を奨励
しょうれい

した 

のである。移民
いみん

たちは広い農地での開拓
かいたく

に燃えていた。しかし、現実
げんじつ

は想像
そうぞう

を絶
ぜっ

する過酷
かこく

なものだった。はじめ「コロノー」と 

呼
よ

ばれるコーヒー農園
のうえん

の契
けい

約
やく

労働者
ろうどうしゃ

として雇
やと

われるが、不便
ふべん

で不衛生
ふえいせい

な生活
せいかつ

環境
かんきょう

、早朝
そうちょう

から夕暮
ゆうぐ

れまでの長時間
ちょうじかん

重労働
じゅうろうどう

と、 

極度
きょくど

な低賃金
ていちんぎん

などで日本からブラジルへ渡
わた

る際
さい

の船賃
ふなちん

などの費用
ひよう

返済
へんさい

も、予定
よてい

の１年よりも長い５年以上かかり、夜逃
よ に

げする者 

もいた。 

しかし、ここから日本人の崇高
すうこう

な道徳
どうとく

心
しん

（勤労
きんろう

勤勉
きんべん

誠実
せいじつ

共助
きょうじょ

等）が発揮
はっき

される。移民たちはわずかなお金を出し合い、地主
じぬし

 

のコーヒー農園
のうえん

を借
か

りる「請負
うけおい

耕作
こうさく

」や、未開
みかい

の土地を借りコーヒー栽培
さいばい

をする「借地
しゃくち

耕作
こうさく

」などに挑戦
ちょうせん

していった。そして 

集団
しゅうだん

で農耕
のうこう

機械
きかい

を購入
こうにゅう

し、日本から持ってきた米や豆
まめ

、野菜
やさい

果物
くだもの

栽培
さいばい

を始めたのである。さらに養鶏
ようけい

なども手がけ、その糞尿
ふんにょう

 

を堆
たい

肥
ひ

として活用
かつよう

する有機
ゆうき

農法
のうほう

を始めるのである。これは、コーヒー栽培が中心で家畜
かちく

は放牧
ほうぼく

に頼
たよ

る当時のブラジルの人々の農 

業からすると画期的
かっきてき

で効率的
こうりつてき

な農法
のうほう

だった。 

やがて、この農法
のうほう

は日本人移民たちからブラジル農民
のうみん

たちに伝えられ、ブラジル全土
ぜんど

に波及
はきゅう

し、日本人の優
すぐ

れた農業
のうぎょう

技術
ぎじゅつ

と 

ブ
ラ
ジ
ル
橋 

 

 

コーヒー豆の収穫 

移民船「笠戸丸」 

コーヒー豆収穫は家族総出の労働だった。 
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誠実
せいじつ

などの崇高
すうこう

な道徳
どうとく

心
しん

がブラジルの人々から尊敬
そんけい

の念
ねん

を持
も

って認
みと

められたのである。そして、日系
にっけい

２世
せい

３世
せい

の代
だい

になると、 

産
さん

業界
ぎょうかい

・政治界
せいじかい

・教育界
きょういくかい

・医療界
いりょうかい

などにも尽力
じんりょく

貢献
こうけん

し、今日の日本とブラジルとの信頼
しんらい

と友好
ゆうこう

の礎（いしずえ）となっ 

たのである。 

 

ブラジル移住
いじゅう

の応募
おうぼ

資格
しかく

には、①「身体
しんたい

強壮
きょうそう

で品行
ひんこう

方正
ほうせい

で現
げん

に農業
のうぎょう

に従事
じゅうじ

している者」 ⓶「夫婦
ふうふ

と１２歳以上の子ど 

も、若
も

しくは夫婦いずれかの親族
しんぞく

で満12歳以上50歳以下の者を加えて3人以上であること」、そして「一攫千金
いっかくせんきん

を夢見
ゆめみ

るの 

ではなく、今後は永住的
えいじゅうてき

基礎
き そ

を造り、利益
りえき

を得
え

るとともに、ブラジルのためにも利益となる仕事
しごと

を興
おこ

すこと」と記
しる

されてい 

る。ちなみにこの時代の日本からブラジルへの渡航
とこう

費用
ひよう

は一人200円ほどで、それに移民
いみん

会社
かいしゃ

への手数料
てすうりょう

や諸経費
しょけいひ

を5人構成
こうせい

 

家族
かぞく

で計算
けいさん

すると軽く1000円（現在の価
か

格
かく

で約400万円ほど）を超
こ

える。貧
まず

しい多くの移住
いじゅう

家族
かぞく

は、自己
じ こ

所有地
しょゆうち

や家屋
かおく

を売却
ばいきゃく

 

し、親戚
しんせき

や友人から借金
しゃっきん

をして渡航
とこう

費用
ひよう

を工面
くめん

したと推測
すいそく

される。また、移民
いみん

会社
かいしゃ

が渡航
とこう

の後の労働
ろうどう

賃金
ちんぎん

からの返済
へんさい

を条件
じょうけん

 

に、渡航費
と こ う ひ

の立
た

て替
が

えも行
おこな

っていた。まさに「ブラジルに骨
ほね

をうずめる」覚悟
かくご

の移住
いじゅう

だった。 

 

特筆
とくひつ

されるのは、宇検村
うけんそん

からのブラジル移住者
いじゅうしゃ

が人口
じんこう

の割
わり

に多いことである。1918年（大正7年）の54人を皮切
かわき

りに昭和 

14年の4人まで計70家族
かぞく

439人も移住
いじゅう

している。その主な理由
りゆう

として２つ推測
すいそく

される。一つ目は、当時の宇検村は農家
のうか

一戸
いっこ

あた 

りの耕地
こうち

面積
めんせき

が奄美大島
おおしま

の中では最
もっと

も狭いが、一
いっ

世帯
せたい

の人口は最も多い自治体
じ ち た い

で、人口圧
じんこうあつ

は極
きわ

めて高い状 況
じょうきょう

にあった。村内 

には生活が苦しく海外
かいがい

移住
いじゅう

を考えていた農家が多かったと思われる。２つ目は村（役場
やくば

）が書類
しょるい

作成
さくせい

が苦手
にがて

な村民のために、旅券
りょけん

 

申請
しんせい

や渡航
こう

証明
しょうめい

書
しょ

発行
はっこう

などの煩雑
はんざつ

な申請
しんせい

手続
てつづ

きを仲介してくれたことである。渡航
とこう

手続
てつづ

きに役場
やくば

が介在
かいざい

することで、熊本
くまもと

に 

営業
えいぎょう

拠点
きょてん

のあった移民
いみん

会社
かいしゃ

も、奄美で出 張
しゅっちょう

業務
ぎょうむ

することが省
はぶ

かれたこと。また移住
いじゅう

希望者
きぼうしゃ

も不得手
ふ え て

な書類
しょるい

作成
さくせい

が省
はぶ

かれ、 

集団
しゅうだん

移住
いじゅう

形態
けいたい

で情報
じょうほう

も得やすく、心理的
しんりてき

な負担
ふたん

が大幅
おおはば

に軽減
けいげん

されたと思われる。まさに「官民
かんみん

一体
いったい

の移民
いみん

送出
そうしゅつ

システム」だ 

ったのである。     【参考文献：「宇検村誌」（宇検村） 「宇検村ブラジル移民100周年記念誌」（宇検村教育委員会）】 

「借地耕作」のため未開の土地を開墾する移民たち 

移民たちは日本式の米作りを始めた。 

移民たちは養鶏・養豚・野菜作りも始めた。 

移民たちの２世３世は各方面で活躍する。 
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付記【シマ（奄美）の歴史】第二の与論を目指して 口之津・大牟田へ 

  1898年（明治31年）、与論
よろん

島
じま

を猛烈
もうれつ

な台風が襲
おそ

った。島の真
ま

ん中まで潮風
しおかぜ

が吹
ふ

き荒
あ

れ、サツマイモの 

葉が黒こげになり、ほとんどの民家
みんか

が吹
ふ

き飛ばされ、頑丈
がんじょう

な校舎
こうしゃ

も倒
とう

壊
かい

した。干
かん

ばつも続き、食べ物も 

なくなった。さらに伝染病
でんせんびょう

も大流行
だいりゅうこう

し死者
ししゃ

が続出
ぞくしゅつ

した。与論
よろん

島
じま

崩壊
ほうかい

の危機
き き

だった。 

  この危機
き き

打開
だかい

のため、上野應
うえのおう

介
すけ

戸
こ

長
ちょう

（町長）は、鹿児島
か ご し ま

県庁
けんちょう

や大島
おおしま

支庁
しちょう

に救済
きゅうさい

を求めた。その頃、 

県庁と支庁に三井
みつい

三池
みいけ

炭鉱
たんこう

が労働者
ろうどうしゃ

募集
ぼしゅう

をしていた。三池炭鉱のある福岡
ふくおか

県
けん

大牟田
お お む た

からの石炭
せきたん

運搬
うんぱん

には、 

有明
ありあけ

海
かい

が浅海
あさうみ

で船積
ふなづ

みできなかった。そこで、長崎県
ながさきけん

口之津
く ち の つ

まで団
だん

平
べい

船
ふね

（幅
はば

が広く底
そこ

を平
ひら

たく頑丈
がんじょう

に 

造
つく

った船）で石炭
せきたん

を運び、沖
おき

に停泊
ていはく

している運搬船に「ヤンチョイ」と呼ばれるリレー方式で積み込んで 

いた。その沖積
おきづ

み人夫
にんぷ

を求
もと

めていたのである。 

  与論
よろん

島
じま

の危機
き き

を救
すく

う道
みち

はこれしかないと考えた上野
うえの

戸
こ

長
ちょう

は島中
しまじゅう

に応募
おうぼ

を呼
よ

びかけた。しかし、募集
ぼしゅう

に 

応
おう

ずる者はいなかった。極度
きょくど

の生活
せいかつ

苦
く

とは言え、生まれ育った島
しま

を離
はな

れる寂
さび

しさ、異郷
いきょう

の地での生活不安 

寒
さむ

さへの不安などで臆
おく

するのは当然
とうぜん

だった。そこで上野
うえの

戸
こ

長
ちょう

は自分の娘
むすめ

婿
むこ

の東元良を移民団
いみんだん

団長
だんちょう

にし、 

二人で精力的
せいりょくてき

に移民
いみん

募集
ぼしゅう

の説得
せっとく

にあたった。当時
とうじ

、東元良は25歳。役場
やくば

職員
しょくいん

だったが、職
しょく

を辞
じ

し島民 

を救い第二の与論を建設
けんせつ

する覚悟
かくご

だった。二人の熱意
ねつい

で、子どもを交えた13歳から30歳くらいの若者た 

ち男200名、女40名の総勢
そうぜい

240名の移民団
いみんだん

が結成
けっせい

された。1899年（明治32年）2月、南国
なんごく

与論
よろん

とは言え、 

北風
きたかぜ

が肌
はだ

にしみる茶
ちゃ

花港
ばなこう

で大勢
おおぜい

の見送
みおく

りの人々と水 杯
みずさかずき

を交
か

わし第1回目の移民団が出港
しゅっこう

した。 

  長崎県
ながさきけん

口之津
く ち の つ

での生活は過酷
かこく

なものだった。与えられた与論
よろん

長屋
ながや

は一棟
いっとう

だけで、大半
たいはん

は近郊
きんこう

の農家
のうか

の納屋
な や

に分宿
ぶんしゅく

した。しかも仕事
しごと

は長時間
ちょうじかん

の危険
きけん

な重労働
じゅうろうどう

だった。特に外
がい

 

国
こく

船
せん

入港
にゅうこう

の際
さい

は３日間昼夜
ちゅうや

の石炭
せきたん

積
つ

みは度々
たびたび

だった。そのうえ極端
きょくたん

な低賃金
ていちんぎん

だった。現地の人夫
にんぷ

から出
しゅっ

生地
せいち

や方言
ほうげん

を卑
ひ

下
げ

される屈辱
くつじょく

も受けた。望郷
ぼうきょう

と後悔
こうかい

の念
ねん

が移民団
いみんだん

の 

台風・干ばつ・食料不足・伝染病・餓死で与論島の危機 

はじめは長崎県の 

口之津へ移住し、 

その跡、大牟田三池

へ引っ越した。 

【沖積み：想像図】団平船で大牟田から口之津まで石炭を運び、

沖合の石炭運搬船にリレー方式で積み込んだ。重労働だった。 

大牟田 

三池港 

有明海 

口之津 
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心
こころ

に渦巻
うずま

いた。そんな時、与論
よろん

移民団
いみんだん

は夜に集
つど

い、酒
さけ

を酌
く

み交
か

わし島
しま

唄
うた

を歌い語
かた

らい、団結
だんけつ

し、苦難
くなん

に耐
た

えた。 

 その後、与論
よろん

の戸
こ

長
ちょう

を勇退
ゆうたい

した上野應
うえのおう

介
すけ

が新
あら

たな移民団を引率
いんそつ

して口之津
く ち の つ

へ移住
いじゅう

して来た。そこで上野應
うえのおう

介
すけ

は会社の移民団
いみんだん

への待遇
たいぐう

の劣悪
れつあく

さ 

に驚愕
きょうがく

憤慨
ふんがい

した。東元良と共に会社に対し、「重労働
じゅうろうどう

に見合
み あ

う賃金
ちんぎん

にせよ。」「長屋
ながや

を建
た

て増
ま

しせよ。」「子どもの教育を保障
ほしょう

せよ。」を訴
うった

えた。そ 

して「これができなければ全員与論に帰る。」と迫
せま

った。この要求
ようきゅう

が受け入れられて、宿舎
しゅくしゃ

も改善
かいぜん

され学校に通
かよ

えるようにもなったが、まだまだ 

地元人夫との待遇
たいぐう

格差
かくさ

は大きかった。 

  1910年（明治42年）、大牟田
お お む た

に三池港
みいけこう

が完成すると仕事
しごと

も口之津
く ち の つ

から三池
みいけ

が中心になった。引
ひ

っ越
ご

しか帰島
きとう

かの議論
ぎろん

もあったが、移民団
いみんだん

428名が 

三池
みいけ

に引
ひ

っ越
こ

した。これが今の三池
みいけ

第
だい

二
に

与論村
よろんむら

の始まりとなったのである。しかし、劣悪
れつあく

な環境
かんきょう

に変わりはなかった。地元人夫
じもとにんぷ

が同じ作業を請
う

け 

負
お

い、常
つね

に作業
さぎょう

条件
じょうけん

のよい仕事を先取
さきど

りした。日給
にっきゅう

は地元人夫
じもとにんぷ

が４０銭
せん

で与論移民は２８銭
せん

だった。そして口之津
く ち の つ

時代
じだい

同様
どうよう

、移民団
いみんだん

の新生児
しんせいじ

が 

増加
ぞうか

することや、与論
よろん

島
じま

の歴史
れきし

や風習
ふうしゅう

などが卑下
ひ げ

され偏見
へんけん

の眼差
まなざ

しを受けた。そんな中、移民団
いみんだん

の若者
わかもの

たちが「元組
げんぐみ

」を結成
けっせい

し、知恵
ち え

を出し合い 

作業の効率化
こうりつか

を上げていった。また、地元人夫
じもとにんぷ

からの横暴
おうぼう

に団結
だんけつ

し対抗
たいこう

することもあった。そうして、移民団
いみんだん

は「誠
まこと

の心」をもって、互
たが

いに励
はげ

ま 

し 助
たす

け合い、壮絶
そうぜつ

な苦難
くなん

を乗
の

り越
こ

え、移民
いみん

２
に

世
せい

３世
さんせい

の代
だい

には各方面
かくほうめん

で活躍
かつやく

する人材
じんざい

を輩出
はいしゅつ

し、第二
だいに

の与論
よろん

を建設
けんせつ

していったのである。 

与論
よろん

島
じま

に「♪打ちじゃしょりじゃしょり誠打ちじゃしょり 誠打ちじゃしば サヨサ 何ぱじかちゅんが何ぱじかちゅんが♪」という歌がある。 

 これは「何事にも（人にも）誠心誠意尽くしなさい。そうすれば（たとえ失敗しても）何の恥ずかしいことはない。（道は必ずひらけるから）」とい 

 う意味である。想像
そうぞう

を絶
ぜっ

する幾多
いくた

の苦難
くなん

に耐
た

え、乗
の

り越
こ

えた移民団
いみんだん

もまさにこの心境
しんきょう

だっただろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

【参考文献】「与論町誌」（与論町） 「郷土の先人に学ぶ 東元良・上野應介編」（大島教育事務局） 「与論島を出た民の歴史」森崎和江 川西 至（葦書房） 

※本文中のイラストは、平成10年度与論町立茶花小学校学習発表会での４年生たちの劇「第二の与論を目指して」で児童が作成したものです。 

【当時を知る人の証言（与論町誌から抜粋要約）】 

仕事の合間に付近の山畑を耕作して、さつま芋を作り常食にしていました。子ども達は毎日、海や山をかけ回り遊び、汚れたままの着物で、親も子もごろねしていました。 

 与論の人たちは、24時間も仕事をさせられるし、ひどい時は３日間連続という時もありました。疲労がひどくなると、本船のデッキの上に眠らせることもあったが、満船す

るまで休憩が与えられませんでした。過労のため作業中にぶっ倒れる人もずいぶんいました。 

 入港のない夜（作業のない日）は、わらを抱えて集まり、作業のわらじを作りながら、三味線や太鼓でにぎわい、島唄を唄って苦労を慰め合っていましたよ。 

 会社から主食（芋７分米３分）が配給されたが、塩・味噌・薪などは通帳で購入していたので、残る賃金はほとんどなかった。 

低賃金のため、子を背負

い夫婦で働く者もいた。 

粗末な与論長屋（想像図） 
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付記【シマ（奄美）の歴史】大島中学再建そして奄美の教育の礎に 龍野定一・奥田愛正先生 

  大島
おおしま

高等学校
こうとうがっこう

の正門
せいもん

横
よこ

に龍野
たつの

定
てい

一
いち

元校長と奥田
おくだ

愛
あい

正
しょう

元校長の胸像が並んでいる。龍野先生は、1889年（明治22年）徳之島
とくのしま

亀津
かめつ

に生まれる。亀津
かめつ

尋常
じんじょう

 

小学校高等科を首席
しゅせき

で卒業
そつぎょう

後、鹿児島二中
かごしまにちゅう

（現：甲南
こうなん

高校
こうこう

に進学。在籍
ざいせき

５年間を首席
しゅせき

で通し、「月謝
げっしゃ

免除
めんじょ

」の恩典
おんてん

を受ける。そして、広島
ひろしま

高等
こうとう

師範
しはん

学校
がっこう

 

（現：広島大学）に進学。文武
ぶんぶ

両道
りょうどう

で勉
べん

学
がく

に励
はげ

みつつ、剣道
けんどう

師範
しはん

の免許
めんきょ

も取得
しゅとく

する。卒業後、県内外
けんないがい

の教育
きょういく

職
しょく

を歴任
れきにん

し、大正13年、旧制大島中学 

校（現：大島高校）に若干
じゃっかん

３５歳
さい

にして校長となる。 

  当時の大島中学は、学力
がくりょく

低迷
ていめい

と生徒
せいと

指導
しどう

の問題
もんだい

が多発
たはつ

する「荒
あ

れた学校」だった。その再建
さいけん

を託
たく

されての大抜擢
だいばってき

だった。龍野校長は、まず、自分の教育
きょういく

理念
りねん

である「厳
げん

訓
くん

無処罰
むしょばつ

」を 

生徒
せいと

らに宣言
せんげん

し、その達成
たっせい

に懐疑的
かいぎてき

な教師
きょうし

らを説得
せっとく

し、幾多
いくた

の困難
こんなん

な事案
じあん

に率先
そっせん

して対応
たいおう

していった。そして、生徒に「和親
わしん

」の心を説
と

きつつ、勤労
きんろう

奉仕
ほうし

（プール建
けん

設
せつ

など）・生徒
せいと

自治会
じ ち か い

 

結成
けっせい

・親の会結成など着 々
ちゃくちゃく

と推進
すいしん

した。また、生徒
せいと

全員
ぜんいん

に運動
うんどう

競技
きょうぎ

を奨励
しょうれい

し、血気
けっき

盛
さか

んな行動を心身の鍛錬
たんれん

に向けさせた。さらに図書室を新設
しんせつ

し、生徒の学力向上に努
つと

め、「荒
あ

れた 

大島中学」を見事
みごと

に再建
さいけん

し、その後の奄美の教育の 礎
いしずえ

を築
きず

いたのである。  龍野先生が徳之島
とくのしま

に帰省
きせい

した際
さい

、亀津
かめつ

中学校
ちゅうがっこう

教諭
きょうゆ

の永
なが

田
た

世史
ひろふみ

氏（後
のち

の大和村
やまとそん

教育
きょういく

長
ちょう

）に語
かた

るには 

 

 

 

徳之島に「ヤンキチシキバン」という格言
かくげん

がある。これは、「薄
うす

いお粥
かゆ

に家の天井
てんじょう

が映
うつ

るほどの貧
まず

しい暮
く

らしをしても、子どもには学問
がくもん

をさせ大成
たいせい

させよ。」 

という意味
い み

である。「郷土
きょうど

の先人に学ぶ第４集」によれば、龍野定一兄弟
きょうだい

が鹿児島二中時代に、徳之島の母親
ははおや

は山から薪
まき

を採集
さいしゅう

し、家々をまわり売
う

り歩き、 

細々
ほそぼそ

と学費
がくひ

を送金
そうきん

していたとのこと。龍野先生の母親がまさに「ヤンキチシキバン」の模範
もはん

であろう。その親の苦労
くろう

と愛情
あいじょう

に勉学
べんがく

をもって報
むく

いたその熱
あつ

き心情
しんじょう

 

が、やがて偉大
いだい

な教育者となる基盤
きばん

となったかと拝察
はいさつ

する。そして、龍野先生が前述
ぜんじゅつ

の永田
ながた

氏に、「教育者は自分と 魂
たましい

の似
に

ている者を弟子
で し

にする。」と語った 

とのこと。 それが下記
か き

に述
の

べる奥田
おくだ

愛
あい

正
しょう

先生
せんせい

のことと拝察
はいさつ

する。 

私が大島中学校長時代、卒業
そつぎょう

生で鹿児島
か ご し ま

以北
いほく

に進学
しんがく

就 職
しゅうしょく

する者は早世
そうせい

が多く、台湾
たいわん

など（当時の台湾は日本領土
りょうど

）に渡
わた

る者は長寿
ちょうじゅ

が多かった。そ

こで全校生徒を動員
どういん

してプールを造成
ぞうせい

し、水泳
すいえい

で寒
さむ

さに負
ま

けない健康
けんこう

な体に鍛
きた

えようと考えたのだ。私は、鹿児島二中
かごしまにちゅう

在学
ざいがく

時代
じだい

の５年間、ずっと首席
しゅせき

だった。テストは全教科
ぜんきょうか

９０点を下回
したまわ

ることは一
いち

度
ど

たりともなかった。これは、勉学
べんがく

に励
はげ

んだ賜物
たまもの

であるが、内実
ないじつ

は、鹿児島から徳之島への帰省費
き せ い ひ

や

遊興費
ゆうきょうひ

もままならず、勉学
べんがく

に励
はげ

むしかなかった。 

龍野定一先生（左）と奥田愛正先生（右）

（右） 

龍野定一先生 

「郷土の先人に

学ぶ」より 

薪を売り、子ども

の学費にした。 

（想像図） 
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   奥田
おくだ

先生
せんせい

は1903年（明治36年）大和村
やまとそん

大棚
おおだな

に生まれる。大棚
おおだな

尋常
じんじょう

小学校
しょうがっこう

を卒業後
そつぎょうご

、旧制
きゅうせい

大島
おおしま

中学
ちゅうがく

へ進学
しんがく

する。大棚
おおだな

校区
こうく

から大島中学への進学は初
はじ

め 

ての快挙
かいきょ

だった。大島中学でも成績
せいせき

優秀
ゆうしゅう

で、特に数学と理科の成績
せいせき

は抜群
ばつぐん

だった。また、大島中学の運動会は迫力
はくりょく

の応援団
おうえんだん

や多彩
たさい

な競技
きょうぎ

でにぎわう名物
めいぶつ

行事
ぎょうじ

 

だった。そこで愛
あい

正
しょう

選手
せんしゅ

は、大股
おおまた

で跳躍
ちょうやく

するような走法
そうほう

で会場
かいじょう

をわかし、いつしか「愛
あい

正走
しょうはし

り」と後世
こうせい

まで語
かた

り草
ぐさ

になった。卒業後、はじめ医学を志すが、 

家の事情
じじょう

で東京
とうきょう

高等
こうとう

師範
しはん

学校
がっこう

（後の東京教育大学）へ進学する。大正14年卒業後、三重
み え

県立
けんりつ

志摩
し ま

水産
すいさん

学校
がっこう

の教師
きょうし

となる。 

しかし、間もなく運命
うんめい

が大きく転換
てんかん

する。「荒れた大島中学」の再建
さいけん

のためには、熱
あつ

い郷土
きょうど

愛
あい

・教育
きょういく

愛
あい

のある教師
きょうし

が必要
ひつよう

だと考えた大島中学の龍野
たつの

校長
こうちょう

は、 

保護者
ほ ご し ゃ

代表
だいひょう

数名と共
とも

に、三重
み え

へ出向
で む

き、奥田先生に「愛正、島に帰って来い。二人で大島中学を再建しよう。」と熱
あつ

く説得
せっとく

する。しかし、奥田先生は沈思
ちんし

黙考
もっこう

し 

なかなか承諾
しょうだく

しなかった。それでも龍野校長は何度
なんど

も三重
み え

に足を運
はこ

んだ。大正
たいしょう

時代
じだい

である。奄美から三重まではかなりの長旅
ながたび

で旅費
りょひ

も相当
そうとう

かかった。それで 

もあきらめず何度も訪
おとず

れるこの「三顧
さんこ

の礼
れい

」の熱意
ねつい

に心動かされ、奥田先生は大正14年12月に大島中学に転勤
てんきん

する。 

   奥田先生の授業
じゅぎょう

は明瞭
めいりょう

で熱気
ねっき

にあふれ、誰
だれ

一人
ひとり

私語
し ご

をする者はいなかった。そして、進路
しんろ

指導
しどう

担当
たんとう

として、苦
く

学生
がくせい

の多い中、夜
よ

な夜
よ

な受験生
じゅけんせい

の家を 

回り、激励
げきれい

し、夜食
やしょく

を差
さ

し入れすることもあった。また、大島中学名物
めいぶつ

行事
ぎょうじ

の「立
たち

神
がみ

遠泳
えんえい

」には、「俺
おれ

に続け。」と先頭
せんとう

を泳いでいた。まさに熱血
ねっけつ

先生
せんせい

で、 

生徒たちは、尊敬
そんけい

信頼
しんらい

の気持ちを込
こ

めて、「愛正ムィー（ムィーは兄の意味）」と呼んでいた。龍野校長の「厳
げん

訓
くん

無処罰
むしょばつ

」の深意
しんい

は「処罰されることが無い 

ように、教師が責任
せきにん

をもって、熱
あつ

く厳
きび

しく訓導
くんどう

すること」である。その意
い

を受け奥田先生は率先
そっせん

熱血
ねっけつ

指導
しどう

を推進
すいしん

したのである。 

これにより、大島中学は品行
ひんこう

方正
ほうせい

で学力
がくりょく

優秀
ゆうしゅう

な学校
がくこう

へと変貌
へんぼう

していったのである。1946年（昭和21年）、奥田先生は同校の校長となる。 

当時、戦後
せんご

の米軍
べいぐん

統治下
と う ち か

で混乱
こんらん

貧窮
ひんきゅう

する苦学生たちのため、寄宿舎
きしゅくしゃ

や食 料
しょくりょう

確保
かくほ

に奔走
ほんそう

し、また同校に教員
きょういん

養成
ようせい

専攻科
せんこうか

を設置
せっち

した。 

校長職
しょく

辞任後
じ に ん ご

も、教育
きょういく

職
しょく

の要職
ようしょく

を歴任
れきにん

し、また県議会
けんぎかい

議員
ぎいん

として郷土
きょうど

の発展
はってん

に貢献
こうけん

した。そして、大島農学校・大島中学・大島高校 

卒業生の全国
ぜんこく

組織
そしき

である「安陵会
あんりょうかい

」結成
けっせい

に尽力
じんりょく

する。卒業生の所在
しょざい

など奥田先生が一人で丹念
たんねん

に調べ上げたという。 

胸像
きょうぞう

の碑文
ひぶん

に次の一文がある。「先生の高潔
こうけつ

な人格
じんかく

と深い郷土
きょうど

愛
あい

、母校
ぼこう

愛
あい

、同窓
どうそう

愛
あい

の精神
せいしん

は、安陵
あんりょう

会員
かいいん

の誇
ほこ

りとするところである。」と。 

 

【参考文献「厳訓無処罰の教育」龍野定一（黎明書房） 「郷土の先人に学ぶ」（大島教育事務局） 「更生の大島中学」（県立奄美図書館所蔵）】 

愛正走り 

生徒たちの問題行動 

奥田愛正先生 

【提供：平田暉子氏】 

奥田愛正先生のふるさと 大和村大棚 

受験生へ激励・遠泳大会先導 
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付記【シマ（奄美）の歴史】戦後の教育復興のため命がけの密航 

【この話は、平成 21年（2009年）10月 21日ＮＨＫ放送の「南の島の先生 命がけの密航記
みっこうき

」をもとに書かれています。】 

 戦後のアメリカ軍統治下で日本本土との交通を遮 断
しゃだん

された奄美群島は、孤立
こりつ

された絶 望 感
ぜつぼうかん

と労 働
ろうどう

賃 金
ちんぎん

の安さなど極 度
きょくど

の

貧 困
ひんこん

、そして 食 糧
しょくりょう

不足
ぶそく

に輪
わ

をかけた３倍の物価
ぶっか

高 騰
こうとう

など、生きるのに劣 悪
れつあく

な状況だった。それは、教育現場
げんば

も同 様
どうよう

だっ

た。戦中のアメリカ軍の 空 襲
くうしゅう

で学校も焼
や

かれ、新たに校 舎
こうしゃ

を建てるにも資材
しざい

がなく、ほとんどの学校が保護者
ほごしゃ

らの手作りの

粗末
そまつ

なかやぶき屋根の小屋だった。中には屋根も壁
かべ

もあまりなく、 机
つくえ

も椅子
い す

もノートもない「青 空
あおぞら

教 室
きょうしつ

」の学校もあった。

雨風の強い日は授業
じゅぎょう

がないこともしばしばだった。 

しかし、より深 刻
しんこく

な問題なのは本土では新しい教育理念
りねん

に基
もと

づいた新しい教科書や、小中高６・３・３制度による教育改 革
かいかく

がなされていたが、それが奄美にはほとんど 導 入
どうにゅう

されない事だった。奄美の 将 来
しょうらい

を担
にな

う子ども達への教育もままならない、

正
まさ

に民 族
みんぞく

存 亡
そんぼう

の危機
き き

だった。この状況を打破
だ は

しようと、奄美の教育関係者たちは三原
みはら

明
あき

大
お

氏（当時・臨時北部南西諸島政庁

文教部）を中心に日夜
にちや

会 合
かいごう

を持ち、「本土
ほんど

へ密 航
みっこう

し、新しい教育を持ち帰る」ことを計画する。そこで 自
みずか

ら名乗
な の

りを上げ、

選ばれたのが中学校教師の深佐源三
ふかさげんぞう

（35歳）と小学校教師の森田
もりた

忠 光
ちゅうこう

（26歳）だった。二人は仲間の手引
て び

きでアメリカ軍の

厳
きび

しい監視
かんし

をくぐり、アメリカ軍管理
かんり

の船（金十丸
かなとまる

）に船員として 乗 船
じょうせん

する。 

当時、奄美沖縄で通貨
つうか

として使用されていたアメリカ 軍 票
ぐんぴょう

（Ｂ円・

右下写真）は日本本土
ほんど

では使えないため、仲間や保護者
ほごしゃ

らが黒砂糖
くろざとう

や

大島 紬
つむぎ

を出し合い、それを本土でお金に換
か

えて東京の国会や文部省 

に行くための資金
しきん

にすることにした。黒砂糖は薪
まき

の中に隠
かく

し入
い

れた。

黒砂糖
くろざとう

も大島
おおしま

紬
つむぎ

も本土で高く売れるとの計算
けいさん

計画
けいかく

だった。 

 

森
田
忠
光 

深佐源三 

金十丸 

【当時の学校】写真：鹿児島県より 

Ｂ円 

我ら教員代表を密航させて新

しい教育制度と教科書を島に

持ち帰らそう。代表は・・・ 
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追記【シマ（奄美）の歴史」戦後の教育復興のため命がけの密航 

昭和 23年（1948年）6月、名瀬港を無事
ぶ じ

に 出 港
しゅっこう

したが、やがて絶 体 絶 命
ぜったいぜつめい

の危機
き き

が迫
せま

る。神戸港
こうべこう

に停 泊
ていはく

しアメリカ軍の

検査
けんさ

が始まる。密航密輸がばれたら、逮捕
たいほ

され品物は 没 収
ぼっしゅう

されてしまう。二人は苦渋
くじゅう

の策
さく

で黒砂糖
くろざとう

を海に投げ捨
す

てる。大島

紬は幾重
いくえ

にも重ね着をして何とか持ち出すことができた。しかし、大島紬も上 陸 後
じょうりくご

に神戸の各 店
かくみせ

で足元を見られ、安く買いた

たかれたあげく、残りも詐欺
さ ぎ

・盗
とう

難
なん

されてしまう。その窮 地
きゅうち

を救ったのが本土
ほんど

在 住
ざいじゅう

の奄美出身者たちだった。当時、本土で

暮
く

らす奄美の出身者は、奄美の人 口
じんこう

とほぼ同じ規模
き ぼ

。奄美が本土と分離
ぶんり

されたことで、故 郷
こきょう

を訪
たず

ねることも特別な許可（パス

ポート）がなければできなくなっていた。島の 窮 状
きゅうじょう

に 心
こころ

痛
いた

めていた彼らが資金
しきん

をやりくりし、7月に目的地の東京・文 部 省
もんぶしょう

に到
とう

着
ちゃく

させたのである。                                                                                          

 そして二人は、戦後
せんご

の新しい教科書や教育方 針
ほうしん

を奄美に持ち帰る。ガリ版
ばん

（当時の手書
て が

き手刷
て ず

りの

印 刷 法
いんさつほう

）で刷
す

り増
ま

し、 島 中
しまじゅう

の学校に配
くば

り歩く。その後、教師たちは新しい 教 育
きょういく

理念
りねん

や 6・3・3の教育

制度
せいど

を奄美に根付
ね づ

かせようと奮 闘
ふんとう

する。 

一方で、アメリカ軍統治下
と う ち か

で奄美の人々の暮
く

らしはますます 困 窮
こんきゅう

し、子ども

達も労 働 者
ろうどうしゃ

としてかり出され、学校に来れない子ども達が増
ふ

えていった。この

状 況
じょうきょう

で教師たちは「子ども達に自主性
じしゅせい

を説
と

くならば、まず、自分たちが自主的に声をあげよう。」と、

復帰運動に率 先
そっせん

奮 闘
ふんとう

していくのである。 

奄美市名瀬の赤崎
あかさき

公園
こうえん

区
く

域内
いきない

に「教育
きょういく

日本復帰之
に ほ ん ふ っ き の

碑
ひ

」がある。奄美群島日本復帰よりいち早く昭和 23 年 4 月（1948 年）に

『教育
きょういく

復帰
ふ っ き

』がなされたことを記念
き ね ん

して平成５年（1993年）に建立
こんりゅう

されている。 毎年 8月には奄美の退職
たいしょく

教職員
きょうしょくいん

で結成
けっせい

す

る教
きょう

友会
ゆうかい

（令和６年会員は 105人）で、碑
ひ

の周辺
しゅうへん

の美化
び か

作業
さぎょう

を行い、先人
せんじん

らの業績
ぎょうせき

を偲
しの

び継承
けいしょう

している。 

神戸へ、そして東京へ 

大島紬盗まれる 黒砂糖を海に捨てる 

新しい教科書 

ガリ版で印刷し、子どもたちに配る 
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付記【シマ（奄美）の歴史】奄美方言の歴史と音韻の特徴 

  【本論は「奄美大島の方言」について編集者が大学生時代に学んだことの紹介です。専門書ではありませんが、少しでも参考になれば幸いです。】 

むかし、奄美の学校で方言
ほうげん

を使うと、右の図のような札
ふだ

を下げられ、罰
ばつ

として掃除
そうじ

当番
とうばん

などをさせられました。どうしてこんなことをしたのでしょう。 

 その理由はいろいろありますが、よく語られるのが、次の話です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奄美方言
ほうげん

は日本語とは言えないのでしょうか。文法
ぶんぽう

（言葉
ことば

の並
なら

び）から考
かんが

えてみましょう。「自分は男である」ことを名乗
な の

る時
とき

、標準語
ひょうじゅんご

も奄美方言も図
ず

のような言い方になり 

ます。言葉の並
なら

びが同じですね。ところが、これを英語
えいご

で言うと、言葉の並びが全
まった

く違
ちが

います。ですから、奄美方言は日本語だと言えるのです。 

  日本全体
ぜんたい

の方言は、その発音
はつおん

などから、奄美より北
きた

の「日本
にほん

本土
ほんど

方言
ほうげん

」と奄美から沖縄
おきなわ

の「琉 球
りゅうきゅう

方言
ほうげん

」に大きく分
わ

けられます。奄美方言はこの琉 球
りゅうきゅう

方言の仲間
なかま

です。 

  奄美方言はさらに島ごとに分けられますが、ここでは奄美大島
おおしま

の方言を中心に紹介
しょうかい

します。標準語が図のように５つの母音
ぼいん

であるのに対し、奄美大島方言には図のように７つ 

の母音
ぼいん

があります。「Ｉ」と「Ｅ」を中舌
なかじた

母音
ぼいん

と言います。「い・え」を発音する際
さい

に舌先
したさき

を上あごに巻
ま

き引
ひ

く感
かん

じで発音します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 むかし、奄美には今のようにラジオやテレビはなく、標準語
ひょうじゅんご

を学
まな

ぶ機会
きかい

も、標準語を話せる人も少なく、人々
ひとびと

の

会話
かいわ

はほとんど奄美方言
ほうげん

だった。そこで進学
しんがく

や就 職
しゅうしょく

のため奄美を離
はな

れて鹿児島
か ご し ま

以北
いほく

に行っても、標準語
ひょうじゅんご

での会話
かいわ

がうまくできず、不便
ふべん

な事
こと

や恥
は

ずかしい思いをする人が多かった。そのため、「方言
ほうげん

を使わずに標準語
ひょうじゅんご

で話
はな

しまし

ょう。」との運動
うんどう

になったのですが、それが極端
きょくたん

になりすぎて、いつしか、「奄美方言は日本語とは言えず、、変
へん

な

劣
おと

った言葉
ことば

だ。」と、とんでもない間違
まちが

った認識
にんしき

になった。・・・と言うのです。、 方言札 

都会に行っても標準語が話せず

不便・苦労することもあった。 
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では、奄美大島
おおしま

の７つの母音
ぼいん

が標準語
ひょうじゅんご

とどのように対応
たいおう

しているか見てみましょう。                  

標準語の「Ｏ」母音と、奄美方言の「Ｕ」母音が対応しています。                

  標準語の「Ｅ」母音と、奄美方言の中舌母音［Ｉ］が対応しています。 

  標準語の連母音（母音がＡＥやＡＩのように続くこと）と、奄美方言の中舌母音「Ｅ」が対応しています。 

 

 

 

 【奄美方言の「はげー」は便利な言葉】 

                                                           ◎驚いた時も「はげー」 

 ◎嬉しい時も「はげー」 

 ◎悔しい時も「はげー」 

 ◎悲しい時も「はげー」 

 ◎怒った時も「はげー」 

 ◎不思議な時も「はげー」 

 ◎あきれた時も「はげー」 

 ◎慌てふためく時は「はげはげはげー」 

  奄美方言の発音の特徴
とくちょう

として、喉頭
こうとう

破裂音
はれつおん

「？」があります。これは、喉
のど

を詰まらせて続
つづ

く言葉
ことば

を一気
いっき

に発音するのですが、この喉頭
こうとう

破裂音
はれつおん

が有
あ

るか無
な

いかで発音はもちろん、 

言葉の意味
い み

も違
ちが

ってくるのです。さらに、奄美方言の特徴
とくちょう

として、古
ふる

い時代
じだい

の言葉が多く残
のこ

っていること、古い時代の発音「Ｐ」音
おん

が残
のこ

っていることが挙
あ

げられます。古くは， 

「妻
つま

」の事を「刀
と

自
じ

（ＴＯＺＩ）」と言っていましたが、奄美方言では「Ｏ⇒Ｕ」により「ＴＵＺＩ（とぅじ）」と発音され残
のこ

っています。また、太古
たいこ

の時代は、現代
げんだい

の「Ｈ」音
おん

は 

「Ｐ」音
おん

でしたが、それが奄
あま

美
み

大島
おおしま

最北端
さいほくたん

の笠利町
かさりちょう

佐
さ

仁
に

と、奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

最南端
さいなんたん

の与論
よろん

島
じま

に残
のこ

されているのです。         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上、奄美方言は言葉の並びや、発音がある決まりで標準

語と対応すること、古い時代の言葉が多く残っていることか

らして、決して変な劣った言葉ではなく、日本語の歴史を研

究する上で貴重な文化遺産と言えるでしょう。私たちは、こ

のすばらしい文化遺産を誇りに語り継ぎたいものです。 
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「奄美に生きる日本古代文化」金久正（至言社） 

 

 奄美方言には、現代ではほとんど使われなく

なった「ＹＩ」や「ＷＵ」の発音があります。

これも大きな特徴です。下記はその例です。 

「ＹＩＮ」（縁側）⇔「ＩＮ」（犬） 

「ＹＩ」（柄）⇔「Ｉ」（胃） 

「ＷＵＴＵ」（夫）⇔「ＵＴＵ」（音） 

「ＷＵＺＩ」（叔父）⇔「ＵＺＩ」（蛆） 
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